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世界を代表するこの沖縄のマリンブルーの魅力的な海に全国の仲間が集い、第６回バリアフリーダイビング全国大会が盛大に開催されます
ことを、心よりお慶び申し上げます。
今年度より、財団法人社会スポーツセンターが新たに共催団体として協力させていただくこととなりました。本大会の発展に向けましては、
微力ながら日本バリアフリーダイビング協会を全力で支援してまいります。
当財団は、スポーツを通して自然と共生し、チャレンジ精神を養う21世紀型のスポーツ文化の創造を目指しておりますが、これは本大会の
開催趣旨と重なるものであり、今後さらに参加者が増え、またボランティアダイバーの支援の輪が広がりますことを望んでやみません。
最後に、この素晴らしい沖縄の海で、素晴らしい仲間とともにダイビングを楽しめるよう、ご尽力くださいました関係役員、ボランティア
ダイバーの皆さまに、心より感謝申し上げまして、ごあいさつといたします。

財団法人社会スポーツセンター会長　竹　井　博　泰

WELNESS LIFE（心身ともに健康で）をテーマに第６回バリアフリーダイビング大会が盛大に開催されますことを心からお祝い申し上げ
ます。
本大会は、バリアフリー全国大会実行委員会主催、日本バリアフリーダイビング協会主管、財団法人社会スポーツセンター、国立沖縄青年
の家の共催、厚生労働省、沖縄県、那覇市、沖縄県社会福祉協議会、日本障害者スポーツ協会、沖縄県身体障害者福祉会、沖縄県観光コンベ
ンションビューロー、日本障害者リハビリテーション協会、日本海洋レジャー安全振興協会、ＮＨＫ、沖縄テレビ、琉球放送等の後援、第十
一管区海上保安本部の特別協力はじめ関係各位のご支援、ご協力により実施されるものであります。
皆様、ご存知のとおり、本大会の目的は、全国の身体の不自由な皆さんにダイビングの重要性の認識普及を図り、リハビリテーション及び
ノーマライゼーションに広く深く貢献しダイビングの健全の発展に寄与することであります。日本バリアフリーダイビング協会の山田真佐喜
会長をはじめ、関係各位の情熱と熱意により第１回以来、沖縄の美しい海（ちゅらうみ）を舞台に実施され、全国から参加された方々に、実
体験による感動、発見、喜びを与え、交流の輪を広げ、自信、成就感を培い、年々レベルアップし、充実、発展してまいりました。
全国から参加の皆様は、この大会に期間中、安全、健康に留意され、美しい沖縄の海をエンジョイされ、大自然のすばらしさと厳しさを感
じながらリフレッシュされ、満喫していただき、第６回にふさわしい那覇市でのすばらしい大会にしていただきたいと思います。本大会の開
催に当たりご尽力していただいた関係各位に改めて感謝申し上げましてご挨拶といたします。

国立沖縄青年の家所長　中　谷　三　男
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ハンディーを持っている方の身体的特徴は千差万別です。従って一様な指導方法では、適切な指導方法とは言えません。個々の能力を把握し、どの程
度の介助をすべきかを結論付け、結果として初級のレベルを４段階に区分けし、安全で楽しいダイビングが提供できるようにプログラミングされてお
ります。勿論、経験を積むことによる能力の向上、又リハビリテーションの効果が出てくることで、介助する範囲は少なくなり、それなりにランクを
アップして、次の段階に進んでいくことになります。この区別は、どの程度の介助をすべきかの指標のランク付けであり、上手か下手かの区別ではな
い事の認識をしてもらい、安全なダイビングの提供に寄与していきます。

レクリェーショナルダイビングに於いては、必ずバディという相棒と共に水中で行動することにより、安全値を高め楽しいダイビングライフに務め
るのですが、初級レベルにてランク付けされたダイバーも、各々のダイバーに適した介助を受けながら行動することになります。そのためには訓練さ
れたダイバーがバディー（相棒）となり、安全で楽しいダイビングを提供します。又、バディー（相棒）は、サポートダイバーとしての介助能力の程
度に応じて区別され、その知識と技術を持つ者が、バディーとなります。このことは、ハンディーを持っている方達のダイビングの機会を作るのに大
変重要なことであり、サポートダイバーを積極的に育成していきます。

体の不自由な方、加年齢の為にハンディを持っている方は、それぞれに特徴を持っております。例えば、体温調節の機能低下、下肢麻痺、痛覚の麻
痺、全身の筋力低下、会話ができない等さまざまです。指導者は、それぞれの特徴を把握し、残存能力を生かしつつ、二次的障害を防がなくてはなり
ません。従って、指導員は、ダイビングの知識の他に、障害の原因、症状、予防、対処法、二次的障害の予防等の知識と、リハビリテーションの効果
的な運動法等の知識を併せ持つ必要があります。しかしながら、これらの指導員は、日本では、皆目少ないのです。協会としては、指導員を積極的に
育成していきます。

ダイビング指導は、健常者でなければならない理由は有りません。残存能力の維持向上からしても、やる気のあるハンディキャップ所持者が、指導
者として活　躍できる場を持つべきなのであります。十分なダイビングの経験と知識が有れば、ダイビングの理論を指導する事ができます。又、救助
能力を養えば、限定水域（例　プール）での実技指導も行えます。残存能力の維持向上の精神は、指導者の道も提供しており、社会参加の一つともな
りうるので積極的に育成していきます。

障害の種類は、多種多様に存在します。それも程度が異なったり併発等の場合もあります。 又、行っては危険な障害もあります。そのようなケース
に於いては、適切な判断、指導方法を仰ぐことにより、二次的障害を防ぐ必要があります。そのために、アドバイサーとして、全国に顧問ドクター、
身障者スポーツ指導員を配置し、万全を期して活動しております。又、会話が不自由な方には、専門のインストラクターを配置しております。

研究開発の要因は、各々のニーズから派生します。その為に、受講者のデーターを土台とした指導方法、スキル、マニュアルの充実、海洋ポイント、
設備施設、そして器材等の研究開発は、バリアーを軽減するために、必要不可欠なこととして積極的に充実していきます。又、そのことは、健常者の
ダイビングの活動にも、多大な貢献をすることになります。

ノーマライゼーション及び、リハビリテーションに寄与するために、サークルへの器材の提供、貸与を行います。又、各施設をベースとしたダイビ
ングの楽しみ方の講習等をボランティアにて実施し貢献していきたいと考えています。又、大自然の海のすばらしさとアウトドアレジャーとしてのダ
イビングを認知するために、ビデオ等で情報を提供致します。

［スポーツとしてのダイビングの普及］
ダイビングは一部の団体を除き、競争としてのスポーツとして認知されてないのが現状のようです。異論はあるようですが、当協会はスポーツとし

てのダイビングとレジャーとしてのダイビングを分けて考えたいと思います。いずれにしましても、器材を使用してのスキンダイビングが出発点であ
り、その訓練はプールの中で行えます。その意欲が競争であっても楽しみの一つと捕らえても、目的は達成されます。その結果がどの位置にあるかを
知り、意欲を向上させるためにも、競争の原理を導入し、満足したい人達のために積極的に競技大会を開催したいと考えます。

年に一度の日頃の成果の発表と交流のために全国大会を行います。スポーツと　してのダイビングとレジャーとしてのダイビングについて成果を出
して頂いただき、交流の場として行いたい。そのために地方大会等を積極的に開催いたします。レジャーとしてのダイビング愛好者が多勢を占めるた
めに亜熱帯の海を活用して、楽しい、やさしい、全国大会を目指します。

現在、各国は、当協会の安全システムによるルールが確立しておりません。今後は、このルールに基づいた指導法を広宣し交流の機会を創造しなけ
ればなりません。ハンディーを持ったダイバーが積極的に海外で楽しめるように、各国へ働きかけて行きます。又、このルールが社会的に貢献するも
のであることを自信を持って進めて参ります。
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国際ロータリー第２５８０地区

那覇東ロータリークラブ
2002～2003年度
会長

上　原　正　英

〒900-0067 那覇市安里1-2-21
ホテル西部オリオン内

有限会社

共和サプライ

代表取締役

長　元　朝　顕

〒901-1111 南風原町字兼城310-1

沖縄ナショナル特機株式会社

顧問

国　吉　　　昇

〒900-8692 那覇市西2-15-1

ナップルグループ
三洋交通(資)・(有)海邦交通
沖縄ハイヤー(株)・沖縄交通サービス(株)

代表取締役社長

玉　城　　　哲

〒902-0078 那覇市識名3-6-17

ＡＬＬＪＡＰＡＮＮＥＴＷＯＲＫ

有限会社オールジャパンネットワーク

代表取締役社長

新　川　陽　昭

〒902-0077 那覇市長田1-4-25

沖縄の旅の思い出に

（有）琉球民芸センター

代表取締役社長

下　川　　　満

900-0013 那覇市牧志2-7-25

大和證券

那覇支店支店長

仁　神　仁　志

〒900-0032 那覇市松山1-1-14 那覇共同ビル1階

（有）沖縄タカラ住設

代表取締役

根　路　銘　　敦

〒901-2102 浦添市前田1850-1

屋宜歯科医院

歯科医師

屋　宜　　　優

〒902-0067 那覇市安里1-4-13

東京海上火災保険株式会社

沖縄支店支店長

渡　　　大　治　郎

〒900-0016 那覇市前島2-21-13 ふそうビル8階
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